
佐賀市で活用できる不登校対応サポーター 
 

佐賀市には学校や教室に行きづらいお子さんのためのサポーターがいます。 

担任の先生だけでなく様々な立場のサポーターが連携しながら、 

教育機会の確保と社会的自立を目指して、子どもや保護者をサポートしていきます。 
 

学校でサポートしてくれる 
 

☆スクールカウンセラー（県派遣 すべての佐賀市立小中学校に配置） 

学校内でカウンセリングをしたり子どもたちに講話（心理教育）をしてくれたりします。 

   子どものカウンセリングはもちろん、子育ての悩みなど、養育者の相談にも乗ってくれます。 

   子どもの心理的課題や発達課題に対して、見立てや助言もしてくれます。 
  

☆「校内教育支援センター」別室対応支援員（支援員の配置校は年度ごとに決定） 

   学校の先生と一緒に、別室登校の子どもの支援をしてくれます。別室で相談活動や学習支援、 

教室への付き添い支援などをしながら、登校状態の改善、教室活動への参加、心の成長など、 

社会的自立に向けてサポートをしてくれます。 
 

学校以外でサポートしてくれる 
  

☆佐賀市教育支援センター「くすの実」（センター長、指導員、サポート相談員、カウンセラー、外部講師） 

   小中学校に籍を置きながら利用できる、佐賀市教育委員会が設置している教育支援センターです。 

小集団での学習や体験活動を行いながら、子どもの社会的自立を促すような支援をしてくれます。 

   「くすの実」指導員、外部講師、サポート相談員が連携してサポートしてくれます。 
  

☆「７時の集い」 
   保護者や学校関係者、支援者が子どもの理解について一緒に考え語り合う場として、年に６回、 

19 時から２１時まで、佐賀市教育支援センター「くすの実」で開催しています。 

会の前半は講師による講話を聞き、後半はグループで日頃の思いや悩みを語り合います。 
 

☆「佐賀市教育相談テレフォン」（電話 0952-40-1515 ※平日の 9:00～16:00） 

   子どもやそのご家族からの相談、佐賀市の支援についての相談ができます。 
 

自宅に来てくれる・外部機関との連携をしてくれる 
 

☆サポート相談員（くすの実から派遣 すべての佐賀市立小中学校に配置） 

   学校からのお知らせを持ってきてくれたり登校の相談にのってくれたりします。 

   家庭と学校、家庭と「くすの実」、「くすの実」と学校をほどよくつないでくれるサポーターです。 

   「くすの実」見学・体験にも同行してくれ、通い始めた後も支援してくれます。 

   「くすの実」の行事や「７時の集い」にも参加して、子どもや保護者をサポートしてくれます。 
  

☆スクールソーシャルワーカー（県から派遣 すべての佐賀市立小中学校に配置） 

   生活全般の課題解決に向け、子どもの最善の利益を優先した支援をするサポーターです。 

   家庭と学校、市や県の教育支援センター、フリースクール等民間施設、医療などの専門機関との連携や 

調整をしてくれます。いろいろな専門機関や制度・サービスの利用などの紹介、同行もしてくれます。 
 

☆訪問支援員「ICT学習支援」（S.S.F.から派遣） 

 学校にも学校以外の施設にも通うことが難しい状態が続いている子どもを対象に、家庭のネット環境を 

利用し、ICT 等（デジタルドリル「e ライブラリ」等）を活用して学習支援をしてくれます。 

 S.S.F.スタッフによる訪問支援員が家庭に訪問し、相談相手になったり一緒に学習したりしながら、 

社会的自立に向けたサポートをしてくれます。 
  ※S.S.F.とは…ひきこもりや不登校支援を行う認定NPO 法人スチューデント・サポート・フェイス 

学校や教室に行きづらいときに活用できる佐賀市のサポーター 


